
★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

選択科目 （※複数開講科目）

■学習・教育目標■ 幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした倫理観と、日常場面、職場、研究の場において必要となる基礎的な外国語に

よるコミュニケーション能力を併せ持つ人材を養成する。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次 4年次

救急救命学科　【基礎分野】 必修科目 選択必修科目

地域と大学

人

文

・

社

会

学

系

心理、芸術や大学の地域社会との共生などの

学びを通じて多面的に広い視野から物事を考

えられるようになる。加えて、グローバル社

会に向けて日本のことを学び、深い一般教養

を備える。

さらに科学的思考の基盤を培い、人間として

の尊厳を倫理面、および制度・経済・文化等

多角的な視点から考えることができるように

日本国憲法

心理学 発達心理学

芸術※ 芸術※

生命倫理学

日本語学※ 日本語学※

日本人の言語行動学※ 日本人の言語行動学※

医療情報科学

情報処理演習

化

学

系

自然科学に関する基礎的な内容を理解

し、体系化された学問に幅広く触れ

る。さらに、専攻分野を超えて、共通

に必要な複合的視点から事物を理解で

基礎化学

無機化学

生物有機化学I 生物有機化学Ⅱ

数

学

・

物

理

学

系

自然科学に関する基礎的な内容を理解

し、体系化された学問に幅広く触れ

る。さらに、専攻分野を超えて、共通

に必要な複合的視点から事物を理解で

きる能力を身につける。

基礎物理学 物理学

医用工学概論

数学 統計学

英会話※

生

物

学

系

自然科学に関する基礎的な内容を理解

し、体系化された学問に幅広く触れ

る。さらに、専攻分野を超えて、共通

に必要な複合的視点から事物を理解で

きる能力を身につける。

基礎生物学 細胞生物学

生命科学概論

人類遺伝学

言

語

系

専門的な知識と技術を駆使して、課題

の探求、解決する能力、並びにそれに

必要な論理展開力とコミュニケーショ

ン能力（記述，表現，議論，語学力）

を身につける。

日本語表現法

英語I 英語Ⅱ

体

育

学

系

身体運動やスポーツについての科学的思考能

力の育成を行うことにより、 健康や体力の保

持・増進に必要な事項を理解する。また、社

会性やコミュニケーション能力の育成も行

体育実技Ｉ 体育実技Ⅱ 体育実技Ⅲ 体育実技Ⅳ

英会話※

プレホスピタル

救急英会話Ⅰ

プレホスピタル

救急英会話Ⅱ

医学英語



救急救命学科　【専門基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★３年次・４年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期

■学習・教育目標■ 救急救命士として必要な医学的基礎知識を修得する。的確な救命処置が行えるよう人体の構造を理解し、救急救命士の素地を養う。

科目群の学習・教育目標

1年次 2年次

基

　

　

礎

　

　

医

　

　

学

　

　

系

人命を救助するに

あたり適切な救急

処置を行うために

必要な人体の構造

（内科系・外科系・

循環器系など）の

医学的な専門基礎

知識を修得する。

医学概論

公衆衛生学Ⅰ 公衆衛生学Ⅱ

解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

薬理学

救命救助法

生化学

病理学

微生物学

血液学

免疫学



救急救命学科　【専門分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★１年次後期の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

■学習・教育目標■ 救急医療の最前線で活躍する救急救命のスペシャリストとして、必要な知識や技術を修得し、救急医療の現場において迅速かつ正確に患者の

状況を判断でき、冷静に救急処置が実施できるような人材を育成する。

科目群の学習・教育目標 1年次 2年次 3年次 4年次

内科学Ⅵ
内科学Ⅱ 内科学Ⅲ

医療コミュニ

ケーション学

救急医学概論

内科学Ⅳ
内科学Ⅴ

整形外科学

救急処置総論 救急処置各論

災害医学

外科学

法医学

外傷学

環境障害・急性中毒学Ｉ

環境障害・急性中毒学Ⅱ

救急搬送論

小児科学

産婦人科学

脳外科学

精神医学

放射線概論

シミュレーションⅠ シミュレーションⅡ シミュレーションⅢ シミュレーションⅥ シミュレーションⅦ

救急・防災実習

実践救急症候学

救急車同乗実習

臨床実習

シミュレーションⅣ シミュレーションⅤ

実践的防災論

衛

　

生

　

学

　

系

第一種衛生管理者としての必要

な知識や技術を修得する。

産業保健学

環境衛生工学

職業適性論

労働衛生法規Ⅰ

労働衛生法規Ⅱ

救

　

　

急

　

　

医

　

　

学

　

　

系

救急医学概論、救急処置総

論、救急処置各論や各専門科

目において救急救命士に求め

れられている特定行為（気管

挿管・除細動・薬剤投与）を

中心として、命を救うための

専門的な医学知識を修得す

る。

シミュレーションＩからⅦに

おいて医学知識を基礎として救
命に必要な技術を想定訓練に
て養う。

救急車同乗実習では、実際に
救急車に乗車し救命士の業務
を見学する。

病院内実習では、日勤、夜勤も
しくは当直の実習をすることで
学んできた薬剤投与を実際に
行い、技術を修得する。

内科学Ⅰ

総

　

　

合

医療従事者としての問題解決

能力や実践能力を養う。

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

特別講義Ⅲ 特別講義Ⅲ

特別講義Ⅳ

卒業研究


